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会員の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
いわて未来づくり機構だより第４号をお届けします。本号では２月９日に開催されました第４回ラウンドテーブルの

状況などを中心に報告させていただきます。 
今後とも、機構の活動にご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いわて未来づくり機構だより～第４号～ 

 
 

第４回ラウンドテーブル開催 

 ２月９日（月）13時30分から、盛岡市産学官連

携研究センター（コラボＭＩＵ）１階大会議室にお

いて、第４回ラウンドテーブルが開催されました。

 第２作業部会岩渕座長から中間とりまとめにつ

いての報告と、「工場見学会」の実施についての提

案がありました。 

 続いて、「製造業を中心とする今後の振興策等」

について、ラウンドテーブルメンバーにディスカッ

ションしていただきました。 

 その後、緊急アクションプラン、「買うなら岩手

のもの」運動について協議を行い、「県民みんなで

支える地域医療シンポジウム」及び産学官連携拠点

形成支援事業に関する報告がなされました。 

 最後に、平山館長、谷口学長より、退任の申し出

とご挨拶をいただきました。 

事業報告 

いわて未来づくり機構は、県内各界、各層の組織の横断的かつ意欲ある 「参画」  「連携」 を実現し、智慧を
結集し、スピード感を持って 「実践」 することにより地域の総合的な発展を目指す新しいネットワークです。 

 
 
・（第２作業部会の検討内容については、）フレームとして

はまったく問題ないが、実践のレールにのせるにはどう

すればよいか、さらに具体的に詰めていく必要がある。 
・機構を活用して、個々の組織や分野を超えて一本化した

議論の場を提供する必要がある。 
・機構を活かして、人材育成、産学官連携をさらに強くし

ていくことが大切である。 
・総花的にはよくできているので、さらにどこに重点を置

くのかを検討していただきたい。 
・研究開発型拠点の誘致が目指す方向であり、重視すべき

である。 
・景気の悪化の中で、人材確保の観点からはチャンスとい

うこともできる。人材流出に歯止めをかける新しいしく

みをつくる。 
・「買うなら岩手のもの」運動は、情報に関する取り組みで

あり、自由な選択の中で岩手のものを選んでもらえるよ

う、まず岩手に何があるのかを知ってもらおうという運

動である。 
・工場見学会は、地元の町工場にも活躍の場があることを

知ってもらうよいきっかけとなることを期待している。 

主な議論の内容 



 

 
 
ホームページのお知らせ 
 機構ではホームページを通じて広く県民の皆様に情報を発信して参ります。 
 また、会員限定のページも用意し、会員のみなさまとの情報共有や意見交換を行って参ります。 

http://iwatemirai.com/xoops/ にアクセスしてみてください。 
 なお、会員限定ページへは、ユーザ名：iwate パスワード：mirai と入力してお入りください。 
 ご不明の点につきましては、アイーナ事務局の佐藤までお問い合せください。 
 
ホームページへの情報掲載のお願い 
 機構ホームページでは、会員のみなさまが行う事業やイベントなどの情報を募集しております。機構のホームページで紹

介させていただきます。また、併せて、実施中の施策内容や、新規制度の概要などもお知らせください。 
 さらに、事務局からそれらについてお伺いすることもございますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 
 
事務局からのお願い 
 会員各機関における代表者名及びご担当者名、メールアドレス等に変更がございましたら、アイーナ事務局担当までお知

らせくださるようお願いいたします。 
アイーナ事務局 電話：019-606-1775（担当：佐藤） 

                E-mail：daihyo@iwatemirai.com 

事務局からのお知らせ 

 
 
いわて未来づくり機構設立当初からラウンドテーブルメンバーとしてご活躍いただきました、平山館長、谷口学長におか

れましては、２月９日のラウンドテーブルにおいてご退任の申し出があり、平山館長からは、「連携のマインドは、恵みは巡

るということであり、そういう気持ちをもちながら今後も地域でお手伝いしたいと思っている。」、谷口学長からは「岩手に

は素晴らしいものがたくさんあり、日本の中でも地方を代表する県となるポテンシャルをもっているので、もっと自信を持

ってやっていって欲しい。」とのお言葉をいただきました。 
達増知事からは「大学の法人化という大変な時期に、機構の設立にご賛同いただきありがとうございました。今後も岩手

のためにご提言をいただきたいと思います。」との挨拶がありました。 
特に、平山館長におかれましては、共同代表として、機構の設立にご尽力いただきました。 
正式な退任は次回ラウンドテーブルでの承認を経て決定されますが、お二方のこれまでのご尽力に感謝申し上げるととも

に、今後とも機構へのご助言等を賜りますようよろしくお願いいたします。 

ラウンドテーブルメンバーからの退任申し出 

 
 
 
岩手県内をはじめ、経済が厳しい局面にある今こそ、地域が持つ価値をあらためて見つめ直し、地域の良さを守り育てて

いくことが大切と考えます。 
機構では、岩手県内においてつくられている多くの優れた商品やサービスを、岩手に住む人自身が知り、育てていく活動

として「買うなら岩手のもの」運動を進めていきます。 
さらに、この運動を盛り上げていくため、「買うなら岩手のもの」運動を表すロゴマークを募集いたしますので、会員の

みなさまのご応募をお待ちしております。 
なお、詳しくは http://iwatemirai.com/ をご覧ください（画面が変わらないときはF5を押してください）。 

「買うなら岩手のもの」運動について 


